
せたがや生涯現役ネットワーク会則     平成１９年５月２８日総会決定 

 

（設立の趣旨） 

第１条 団塊の世代の地域回帰を契機として、区民の誰もが自らの知識や経験を活かすこと

ができる支えあいの地域社会のしくみを区民・企業・ＮＰＯなどの協働により創造し、誰も

が生涯を通じて主体的で豊かな世田谷での暮らしを実現するための事業を推進する協議の

場として、せたがや生涯現役ネットワーク（以下「ネットワーク」という。）を設立する。 

（目的） 

第２条 ネットワークは、中高年世代に対する地域活動を取り入れたライフスタイルの提案

や、中高年世代の地域活動への参加促進と活動機会の拡大を図ることを目的とする。 

（事業） 

第３条 ネットワークは、地域の活動団体、区民、企業及び教育機関等に対し、以下に掲げ

る事業を実施する。 

（１）生涯現役の推進に対する理解の促進・啓発に関すること 

（２）地域活動・地域福祉への参画の推進に関すること 

（会員） 

第４条 ネットワークの会員（以下「会員」という。）は、入会にあたり、ネットワークの趣

旨及び会則に賛同し参加を表明した個人（以下「個人会員」という。）又は団体（以下「団

体会員」という。）とする。ただし、暴力団及びその構成員、またはその統制下にある個人、

団体を除く。 

２ 入会を希望する個人または団体は、入会時に氏名または団体名、連絡先、活動概要、ネ

ットワークの趣旨に賛同する旨を記した入会届を提出する。 

３ 個人会員は当人が議決権を持つものとする。 

４ 団体会員に関しては、以下に掲げるいずれかの分類に属することを条件とし、団体会員

の推薦する者１名が議決権を持つものとする。 

（１）世田谷区の企業、事業所を多く総括する団体 

（２）中高年世代の創業支援・就労支援・雇用促進を推進する機関・団体 

（３）中高年世代の福祉増進や介護予防、健康づくりのための活動、地域活動を行う機関・

団体 

（４）中高年世代を対象とした文化活動や環境の保全・創造、まちづくり、生涯学習、スポ

ーツ等の活動を支援する大学、事業者、団体 

（５）世田谷区における中高年世代の暮らしの提案・支援や地域ブランドに関する情報提供

等を行う団体、企業、メディア等 

（６）その他、ネットワークの趣旨に賛同し参加を表明した団体 

５ 入会届は、会員より退会の申し出があった場合、または会員が会員資格を喪失した場合



には、破棄または返却するものとする。 

（組織及び運営体制） 

第５条 ネットワークに、総会において選任した会長、副会長、世話人、会計監査を置く。 

２ 世話人は、４名以上とし、議決権を持つ者（以下「委員」という。）のなかから公募し、

現在の世話人会が推薦するものとする。 

３ 世話人で構成される世話人会は、総会の決定により、具体的な企画・立案・事業実施を

行う。 

４ 世話人の任期は１期２年間とし、再任も含めて通算３期までとする。再任の場合は世話

人会の推薦を必要とする。 

５ 世話人の欠員補充は、総会の承認により行い、欠員者の任期を引き継ぐ。 

６ 世話人代表・副代表・会計担当は１名とし、世話人の互選により、代表・副代表・会計

担当を１名ずつ選任する。世話人代表は会長を、副代表は副会長を兼務する。 

７ 会計担当は、会計簿等を備え、収入支出の状況を整理し、会計年度末に会計報告を行う。 

８ 会計監査は２名とする。世話人が推薦した者を世話人会が承認する。なお、任期は２年

間とし、再任は２期までとする。 

９ 会計監査は、会計年度末に一般会計・特別会計の監査を行う。 

（総会・全体会） 

第６条 ネットワークの年度を毎年４月より翌年３月までとし、年度当初に総会を開催し、

世話人、会計担当並びに会計監査の選任、会計に関する決議を行う。 

２ 総会は、委員の出席者および議決委任の過半数により成立する。 

３ 総会における議決権は、委員のみが持つものとする。 

４ 緊急の課題について審議する場合には、臨時総会を開くことができる。 

５ ネットワークの会員相互の交流、情報交換及び意見交換を行う全体会を、必要に応じて

開催する。 

（プロジェクト） 

第７条 会員は、第２条に規定するネットワークの目的を実現するため、生涯現役の社会づ

くりを推進し、広く区民に呼びかけるプロジェクトを提案・実施することができる。 

２ プロジェクトは、ネットワークに加入している２団体会員以上が共催・協力・連携等に

より実施する事業又は団体会員が単独で実施する事業とする。ただし、団体会員が単独でプ

ロジェクトを実施する場合には以下に掲げる条件を満たさなければならない。 

（１）内容が社会貢献にふさわしいものであること。 

（２）収益を目的にしないこと。 

（３）団体の経常的な活動ではないこと。 

３ プロジェクト支援金額及び件数は別途世話人会が定める。 

４ 同一団体、同一テーマでのプロジェクトの応募は３年を上限とし、３年を超えるプロジ

ェクトについては別途世話人会で協議する。 



５ プロジェクトの実施希望団体は、計画案を原則としてプロジェクト実施前年度の２月又

は実施年度の７月までに世話人会に提出する。 

６ 世話人会でのプロジェクト承認をもって、プロジェクトの構成員が推薦する者が「プロ

ジェクトリーダー」となる。 

７ プロジェクトの実施に先立ち、会員にプロジェクトの参加募集をすることができる。 

８ プロジェクトに関するすべての権限及び責任は、プロジェクトの構成員に帰するものと

する。 

９ プロジェクトリーダーは、世話人会にてプロジェクトの進行状況報告を行い、総会にて

成果報告を行うこととする。 

（世話人会） 

第８条 世話人会は、世話人の出席者数および議決委任状の合計が、過半数により成立する。 

２ 世話人会は、第５条に掲げるもののほか、以下の事務を行う。 

（１）第４条に規定する新規入会希望者の受付及び承認 

（２）第６条に規定する臨時総会の招集 

（３）第７条に規定するプロジェクトの承認及び提案内容に関する必要な助言 

（会費） 

第９条 ネットワークの年会費は、以下の通りとする。 

（１）団体会員 ２，０００円 

（２）個人会員 １，０００円 

２ 会計年度は、毎年４月から翌年の３月までとする。 

３ 会費は、総会、全体会、プロジェクト支援費および世話人会の運営経費等に充てる。 

（事務局） 

第１０条 事務局は生活文化政策部市民活動推進課に置くこととする。なお、事務局の職務

は、 別に定める「せたがや生涯現役ネットワーク事務局運営規則」に基づくものとする。 

（会員資格の喪失） 

第１１条 会員は、次に挙げる行為を行い、世話人会から活動内容改善の勧告を受けてもこ

れに従わなかった場合は、会員の資格を喪失する。 

（１）第２条に規定するネットワークの目的に則さない活動 

（２）法令に反する活動 

（３）宗教の教義、政治上の主義を広める活動 

（４）営利を目的とした活動。ただし、第２条に規定するネットワークの目的に則した活動

で、ネットワークの利益に資するものを除く。 

（５）特定の個人、又は団体を誹謗中傷する活動 

２ 会員は、２年の間、ネットワークの総会、全体会、プロジェクト等に参加せず、かつ会

員資格の継続申請を行わなかった場合、会員の資格を喪失する。 

３ 会員は、前年度の年会費を納めなかった場合、会員の資格を喪失する。 



（会則の変更） 

第１２条 本会則の変更については、委員の出席者及び議決委任の過半数により決定する。 

 

附則 

本会則は、平成１９年５月２８日より効力を発する 

平成２０年６月２３日、会則一部改正 

平成２１年４月２３日、会則全面改正 

平成２３年４月２８日、会則一部改正 

平成２５年５月２７日、会則一部改正 

平成２６年５月２８日、会則一部改正 

平成２７年５月２７日、会則一部改正 

平成２８年４月 ５日、会則一部改正 

平成２８年９月２０日、会則一部改正 

平成２９年９月２０日、会則一部改正 

平成３０年９月２５日、会則一部改正 この要綱は平成３１年４月１日から施行する。 

平成３１年４月 ５日、会則一部改正 

令和２年９月２８日、会則一部改正 

令和３年７月２１日、会則一部改正 

令和４年５月２３日、会則一部改正 

 


